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１．研究計画の概要 

本研究は、国際宇宙ステーションに搭載さ
れた全天Ｘ線監視装置MAXIを用いて、全天の
活動銀河核(AGN)の無バイアス連続観測を行
い、そのデータにＸ線変動質量推定法を適用
することで、明るい約40個のAGNの中心巨大ブ
ラックホールの質量を推定するものである。
まずMAXI装置を適切な状態で運用し、それか
らMAXIの観測データを整約して、Ｘ線変動質
量推定法と、他の質量推定方法（Magorrian
関係など）との推定ブラックホール質量の比
較を行う。求められたブラックホール質量の
、QSOなどの天体種類別の分布、Ｘ線の
High/Lowスペクトル状態と光度の関係などに
ついて議論を行う。 
 
２．研究の進捗状況 

(1) 2008年度は「MAXIを無事に軌道上に打

ち上げ、正常動作させること」と、「解析ソ

フトウエアの整備」を行った。「MAXIの環

境試験の遂行」については、4月のEMC(電

磁干渉)試験から最終電気試験、輸送前試験、

11月のアメリカKennedy宇宙センターにおけ

る搭載前試験まで、一連のMAXIフライトモデ

ルの試験を行い、打ち上げ準備を整えた。 
「解析ソフトウエアの整備」では、検索
の速い「光子データベース」を利用したデー
タ蓄積システムを構築し、理研に計算機クラ
スタを構築してソフトウエアを実装した。
MAXI の検出器の応答関数を、理研での較正実
験やＫＥＫでの実験データに基づいて作成
した。データ解析においては、擬似データを
発生させる観測シミュレーターを開発し、そ

れを用いて、MAXI の感度を評価し、目標が達
成できることを確認した。 

(2) 2009 年７月、MAXI は予定より４ヶ月遅

れで打上げられ、８月 15 日から観測開始し

た。 

① 最適な観測条件の決定 

まず MAXIを使える状態にまで立ち上げた。

RBM (Radiation Belt Monitor)による上空バ

ックグラウンドの把握、アンチコインシデン

スのレベルと太陽回避角などの最適化を行

った。観測開始１ヶ月後にカメラ２台の芯線

が破断するという問題が起こった。原因は高

緯度での高バックグラウンドによって誘起

された放電であった。ゆえに 2009 年 9 月 23

日以降は低緯度のみで運用し、さらに 2010

年 4月以降は一部のカメラの高圧を 1650V か

ら 1550V に下げることで「放電無し」運用を

行っている。 

② 応答関数の構築 

 実際の天体のデータを元に応答関数を構

築した。完成した応答関数を論文にまとめた。 

③ データ転送と解析ソフトウエアの開発 

 JAXA からのデータ転送は自動運転され、

日々の運用に供されている。解析ソフトは、

Ｘ線天体ごとのライトカーブ・イメージ・ス

ペクトルを毎日、自動生成し、MAXI ホームペ

ージでそれらを公開している。 

(3)MAXIは高緯度帯では観測を控え(稼働時間

50%)、３台のカメラで芯線が切れて別の2台も

観測中断(有効面積7/12)のトラブルのため、

時間当たりの観測能率は予定の30%になって

いる。しかしながら３倍の時間をかければ所
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定の感度レベルに達する。2010年１月の６ヶ

月積分マップでは約1mCrabまで、全天で約30

0個の天体が検出された。そのうち30%にあた

る約90個がAGNであった。AGNの継続観測を行

い、光度曲線を作成している。 
 
３．現在までの達成度 

③やや遅れている。 
(理由) 
 MAXI の打ち上げが 4か月遅延した。 
また、MAXI の観測能率が予定の 30%となった
ため、微弱な X線源の検出などの露出時間を
必要とする研究は当初予定の 3倍の時間を要
している。 
 
４．今後の研究の推進方策 

前項の通り単位時間当たりの検出感度が
当初見込みより落ちているため、検出できる
AGN の数が減っている。MAXI GSC 装置の現在
の運用状態では、3 週間の観測で AGN は十数
個検出できている。これら明るい AGN につい
ては、目的の解析が可能であるため、それを
行う。 

ブラックホール(BH)からのＸ線はランダム

に変動するが、フーリエスペクトル上では冪

関数が折れ曲がる「特徴的な」周波数がある

。この折れ曲がり周波数は、円盤の粘性時間

スケールすなわちBH質量を表していると考え

られる。MAXI GSC装置で検出できている十数

個のAGNについてPSDを計算しBH質量を求める

。また１ヶ月から１年程度の周期性が発見さ

れれば連星巨大BHの証拠となるので、その周

期探査も行う。 
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